
おおむろ水道の施設更新について

当給水区域は、大室山火山の溶岩が堆積しているため、地盤は安定している

ので、水道施設としては、地震等の災害には比較的強い地域となっています。

しかし、約 50年経過したポンプ施設、貯水施設、及び水道管のような構築物に

ついては、経年劣化による消耗や、損傷が度々あります。このため、耐震性の

向上を含め、ポンプの取替えや水道管の布設替え等の更新を随時行なっていま

すが、ポンプの台数は全 13台、水道管は総延長約 73キロメートルありますの

で、これらを更新していくには長い年月と費用が必要です。

現在、更新済の施設や設備も数年後には耐用期限が訪れますので、計画的に

再更新を進めているところです。


